
11 雨の強さと降り方☂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注１）大雨によって災害が起こるおそれのあるときは大雨注意報や洪水注意報を、重大な災害が起こるおそれのあるときは大雨警報や 

    洪水警報を、さらに重大な災害が起こるおそれが著しく大きいときは大雨特別警報を発表して警戒や注意を呼びかけます。 

    なお、警報や注意報の基準は地域によって異なります。 

（注２）数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を観測・解析したときには記録的短時間大雨情報を発表します。この情報 

    が発表されたときは、お住まいの地域で、土砂災害や浸水害、中小河川の洪水害の発生につながるような猛烈な雨が降っていること 

    を意味しています。なお、情報の基準は地域によって異なります。 

 

12 風の強さと吹き方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注１）強風によって災害が起こるおそれのあるときは強風注意報を，暴風によって重大な災害が発生するおそれのあるときは暴風注意報 

    を、さらに重大な災害が起こるおそれが著しく大きいときは、暴風特別警報を発表して警戒や注意を呼びかけます。なお、警 

    報や注意報の基準は地域によって異なります。 

（注２）平均風速は 10 分間の平均、瞬間風速は３秒間の平均です。風の吹き方は絶えず強弱の変動があり、瞬間風速は平均風速の１．５ 

    倍程度のなることが多いですが、大気の状態が不安定な場合等は３倍以上になることがあります。 

（注３）この表を使用される際は、以下の点にご注意ください。 

    １風速は地形や廻りの建物などに影響されますので、その場所での風速は近くにある観測所の値と大きく異なることがあります。 

    ２風速が同じであっても、対象となる建物、構造物の状態や風の吹き方によって被害が異なる場合があります。この表では、ある風速

が観測された際に、通常発生する現象や被害を記述していますので、これより大きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまる

場合もあります。 

    ３人や物への影響は日本風工学会の「瞬間風速と人や街の様子との関係」を参考に作成しています。今後、表現など実状と合わなくな

った場合には内容を変更することがあります。
気象庁提供 



13 ５段階の警戒レベルと防災気象情報について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
14 防災教育カードゲーム 
 
○「このつぎなにがおきるかな？」の特徴 

 ・学校教育等で楽しみながら防災について学べます。 

  水害と津波、土砂災害から命を守るための方法を学べます。 

 

 

 

 

 

遊び方のうちの例[２]とるとるカード！（防災かるた）を展開例では紹介しています。 

 

国土交通省 防災教育ポータルよりダウンロード可能 

www.mlit.go.jp/river/bousai/education/index.html  （令和２年３月現在） 

 
15 令和元年東日本台風（台風第 19号） 
 

■ 人的・家屋等被害 

 ・死者 99 名、行方不明者３名 

 ・住家全壊 3,280 棟、住家半壊 29,638 棟、 

住家一部損壊 35,067 棟 

 ・床上浸水 7,837 棟、床下浸水 23,092 棟 

気象庁提供 

令和２年２月 12日内閣府 提供 

http://www.mlit.go.jp/river/bousai/education/index.html


1６ 土砂災害について 
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地すべり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急な斜面がとつぜんくずれ落ちる現象です。雨水や雪どけ水ががけにた

くさんしみこんだことが原因で起きたり、地震のゆれによって起きたりし

ます。 

がけくずれは、地すべりのように地面が少しずつすべり落ちるのではな

く、一気に大量の土がくずれ落ちてくるため、がけの下にいた人は、ほと

んどにげることができません。 

このため、人の命が失われることが多いのです。 

山や谷の土砂が大雨などでくずれ、水とまじってどろどろになり、も

のすごい勢いでふもとに向かって流れていく現象です。 

 土石流は大雨が原因で起きることが原因で起こることが多いですが、

雪国では雪どけ水が原因で起こることもあります。また地震や地すべり

でくずれた土砂がダムのように川をふさぎ、そのダムが急にくずれるこ

とで起きる土石流もあります。 

日本では梅雨や台風の時期に、毎年のようにどこかで土石流が発生し、

家や田畑、道路をおし流されたり人が亡くなったりする大きな被害が出

ています。 

 わりあいゆるいかたむきの斜面が広い範囲にわたって、すべり落ちて

いく現象です。家や田畑や生えている木などもいっしょに、地面が大き

なかたまりのまま動きます。地すべりが動く速さは、ふつうは１日に数

ミリていどと目に見えないほどですが、一気に数メートルも動くことも

あります。また、１つの場所で何十年にもわたって少しずつ続く地すべ

りもあれば、地震などがきっかけで、とつぜん起きる地すべりもありま

す。 

 地すべりは動く範囲が広いため、家や田畑、道路や鉄道などが、一度

に大きな被害を受けてしまいます。 

土砂災害の様子 

（写真） 

土砂災害の様子 

（写真） 

NPO法人土砂災害防止広報センター提供 

神奈川県災害対策課提供 


